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ガバナー補佐　塚 本  愼 一 郎
（八代南ロータリークラブ）

　4 月12日、13日の２日間、やつしろインターアク
トクラブ（八代南ロータリークラブ提唱）、八代白
百合インターアクトクラブ（八代東ロータリークラブ
提唱）とRI 3490 地区代表の 3 名のインターアク
ターが参加しました。

　今回の交流内容は懐良親王墓清掃、職業体
験、キャンプやレクリエーション、学習奉仕（地元
の小学校への台湾語学習）、スポーツ交流、合
同例会など幅広いものでした。企画は全てやつし
ろインターアクトクラブが行いました。キャンプでは、
日本や台湾の地元料理づくりや台湾で流行してい
るダンスレクレーションなど大いに盛り上がり、お互
いに良い交流になったようです。今回の交流事業
についてやつしろインターアクトクラブの塚本真央

会長は「どうしたら良い国際交流ができるかを考
えるのは難しかったのですが、皆で話し合い企画
しました。受け入れてもらえるか、楽しんでもらえ
るかは半信半疑で心配でしたが、1日目の終わり
頃には日本のインターアクターと台湾のインターアク
ターが一体となり、昔からの友達のように楽しむこ
とができました。忙しい中、来ていただいた三村
ガバナーを始め、ロータリアンの皆さんのご協力に
感謝しています」と感想を述べました。

　熊本市南区城南町のかたるの森キャンプ場様に
は、今回の交流事業に賛同していただき、運営の
サポートや食材、雨対策として宿泊棟の提供など
をいただきました。誠にありがとうございました。

日台インターアクト交流事業
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　次に、3490 地区の青少年委員長、李正動
（Ricky）さんの Facebook の文章をご紹介しま
す。三村ガバナーに来ていただいた事にも、本当
に感謝しているようです。

　今回の合同交流の対象は、国際ロータリー第
2720 地区の八代南ロータリークラブおよび同クラブ

が支援する八代インターアクトクラブです。活動が
正式に始まる前から、両者はすでに複数回の連絡
と綿密な協議を重ね、丁寧で周到な交流計画を
立案し、この活動の協力体制にしっかりとした基礎
を築いてきました。

　第 3490 地区からは、王韻媃王韻媃さん、蔡子蓉さ
ん、賴蓮心さんの 3 名が代表として参加し、1 泊
2日の深い交流体験をスタートさせました。八代イ
ンターアクトクラブからは 23 名の団員が熱意を持っ
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て参加したほか、2720 地区はさらに八代東ロータ
リークラブが支援する「八代白百合インターアクト
クラブ」からも10 名の団員を招待し、地域として
青少年の国際交流への積極性と高い関心を存分
に示しました。特に、地元のガバナーも現地に駆
けつけ、活動に対する関心と支援の姿勢を示して
くれました。

　今回の交流内容は非常に多彩で、地域奉仕、
職業体験、キャンプやレクリエーション、学習奉仕、
スポーツ交流、合同例会など幅広く企画されまし
た。すべてのプログラムの設計と実行には、八代
南クラブと地元の学生たちの細やかな準備と真摯
な姿勢が感じられました。学生たちが主体的に参
加しただけでなく、地元ロータリアンも積極的に関
わり、全行程に寄り添い、質の高いインターアクトク
ラブを支える強固なサポート体制を示していました。

　特に印象的だったのは、主催側が交流を促す
ために、移動中のバス内で「座席シャッフル交流」
を実施したことです。移動時間中にも新たな友人
と出会える工夫がされており、参加者同士の距離
が自然と縮まり、和やかで活気ある雰囲気が醸し
出されていました。

　活動のクライマックスである「合同例会」では、
すべての取り組みの集大成ともいえる時間が演出
されました。会場設営から進行プランに至るまで、
チームの創意工夫と団結力が感じられました。台
湾と日本のインターアクト団員たちがこの旅での経
験を共有し、国際理解、チームワーク、個人の成
長や表現力など、さまざまな面で明らかな変化と
進歩を見せてくれました。壇上に立った一人ひとり
の瞳には、自信と輝きが宿っていました。

　これはただの交流活動ではなく、青春と夢が交
錯する旅路でした。

　お互いに寄り添い、励まし合うことで、私たちは
若い世代の可能性と希望を確かに見ました。

　どうか、みんなが“なりたい自分”に近づけます
ように！


